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Fig. 1 Proposed method based on relative reflectance. 
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Fig. 1 Instrument for measuring of contact angle. 

 

 

 

 

Fig. 2 Contact angle of liquid drop: (a) static (=0°) 

and (b) dynamic (=35°) 

 
Fig. 3 Advancing and receding contact angle of 

waterdrop on glass surface 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4 Adhesion force and contact angle hysteresis 

of waterdrop on glass surface 
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    本学３年次の電子物質実験では、「接触角法に

よる固体の表面張力の測定」を行っている。今回

は、Fig.1のように静的接触角に加えて、動的接触

角が測定できる装置を試作した。液滴の形状測定

は、望遠鏡筒（×5）の接眼部分に iPod-touchを取

り付け、静止画像および動画像を撮影する。           

水平な固体表面（ガラス）に液滴（水）を着滴 

させ、接線法を用いて静的接触角( )を測定する 

(Fig.2(a))。従来は、液滴が固体表面にどのくらい 

濡れやすいかの評価は、濡れの仕事W で表され、 

静的接触角 を測定して、式(1)を用いて求める。 

N/m) 1072.8( )cos1( -3

L   LW  （1） 

ここで、 L は水の表面張力である。W が大きい 

ほど固体は液体に濡れやすいことを示している。 

次に、固体表面（ガラス）を徐々に傾斜させる 

(Fig.2(b))。液滴後方部に働く拘束力を付着力 F と 

考えると式(2)で表せる。 

 

 

ここでm は液滴の質量、g は重力加速度、 は傾 

斜角、 r は液滴の半径である。液滴の質量m は、 

1滴(5L)のシリンジを用い、今回は 4滴分 20L 

で測定した。半径 r は1mm当りの画素数89.3pixel 

により、0.0112mm/pixel の解像度で測定できる。             

 傾斜角( )を変化させ、液滴が滑走する前（接 

触面積が同じ時）の前進接触角（ a ）と後退接 

触角（ r ）を測定する（Fig.3）。前進接触角（ a ） 

と後退接触角（ r ）の差（ ra   ）、つまり、 

接触角ヒステリシスを求める。接触角ヒステリシ 

スは、固体表面の粗さの指標であり、表面が粗い 

ほど大きなヒステリシスを示す。 

 接触角ヒステリシスと付着力の間には、固体表 

面が粗いと付着力が大きくなるという相関関係 

が見られた（Fig.4）。 

 液滴量（5～30L）を変化させ、iPod-touchの 

動画機能を利用して、液滴の滑落する瞬間の傾斜 

角、前進・後退接触角と付着力を測定する。また、 

固体表面にポリエチレン、液体にエチレングリコ 

ールを使用し、比較した。 

詳細は、当日の発表にて述べる。  
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